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研究成果の概要 

2024 年度は、機械学習とモデリングに基づく高精細な 3D 地図生成と植物の 3D 再構成に関する研究に

取り組み、以下の 2つの成果を実現した。 

１）単眼リモートセンシング画像から正規化数値表層モデル（高さ）を推定する、地理的に公平でオー

プンな世界初の機械学習モデルを開発した。手続き型モデリングと生成モデルを組み合わせて都市環

境を 3D で構築し、高さと土地被覆の正解付き画像データを大規模に自動生成した。さらに、高さと土

地被覆の整合性を活用したマルチタスクドメイン適応により、さまざまな地域に適用可能な高さ推定

モデルを実現した。 

２）1 枚の画像から植物の 3D 形状を高精度に再構成する手法を開発した。植物の複雑な構造を階層的

に抽象化し、機械学習によって画像から構造・形状パラメータを推定したうえで、L-system ベースの

モデリング手法により、枝や葉の詳細な形状を復元する。1枚の画像から植物構造を抽出し、構造分解

された編集可能な形式で 3D 再構成できることにより、デジタルツインの低コスト化と柔軟な操作性を

両立した。 
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